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６月定例会報告 　令和３年６月第３回定例会は６月１日から 6月 23日
までの 23日間開催しました。

令和３年度　一般会計補正予算
４億1,867万３千円　増額可決

（補正後の総額は291億 1,626万９千円）

人 事 案 件
教育長の任命に同意した方
志波　典明　氏

教育委員会委員の任命に同意した方
加賀　邦保　氏

復興のまちづくりに関する特別委員会を設置しました
　６月 23 日定例会最終日に、復興のまちづくりに関する諸問題の調査を目的とする特別委
員会を設置しました。

委員長　宮原　将志　　　副委員長　西　洋子　　　委員　全議員

６月１日定例会開会日に、常任委員会等の改選がありました。

予算委員会　　　　　定数 18名
　◎　徳川　禎郁　　〇　池田　芳隆
　　　全　議　員

総務文教委員会　　　定数６名
　◎　宮原　将志　　〇　宮﨑　　保
　　　松村　　太　　　　塩見　寿子
　　　犬童　利夫　　　　西　信八郎

厚生委員会　　　　　定数６名
　◎　高瀬　堅一　　〇　本村　令斗
　　　徳川　禎郁　　　　池田　芳隆
　　　平田　清吉　　　　井上　光浩

経済建設委員会　　　定数６名
　◎　田中　　哲　　〇　牛塚　孝浩
　　　西　　洋子　　　　豊永　貞夫
　　　福屋　法晴　　　　大塚　則男

議会運営委員会　　　定数８名
　◎　福屋　法晴　　〇　松村　　太
　　　池田　芳隆　　　　平田　清吉
　　　犬童　利夫　　　　井上　光浩 
　　　豊永　貞夫　　　　本村　令斗

※◎は委員長、〇は副委員長です。

令和３年度一般会計補正予算の主なもの

くま川鉄道災害復旧
事業費補助金

3,068万5千円

新型コロナウイルス
ワクチン接種事業

4,689万9千円

被災市街地
復興推進事業

6,130万6千円

＊＊全国市議会議長会表彰＊＊
　市議会議員として10年、
市政の振興に努めた功績
が認められ、次の５名の
議員が全国市議会議長会
表彰を受けられました。
　なお、６月定例会で伝
達式を行いました。

左から
　高瀬　堅一　議員
　宮﨑　　保　議員
　平田　清吉　議員
　犬童　利夫　議員
　大塚　則男　議員
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総務文教委員会報告 ●委員長　宮原 将志　　●副委員長　宮﨑 保
●委　員　松村 太・塩見 寿子・犬童 利夫・西 信八郎

厚 生 委 員 会 報 告 ●委員長　高瀬 堅一　　●副委員長　本村 令斗
●委　員　徳川 禎郁・池田 芳隆・平田 清吉・井上 光浩

人吉市長等の給与及び旅費に関する条例の一
部を改正する条例を承認
　今回の条例改正は、市長の４月 17 日の一連
の行動について、災害からの復興を目指してい
る最中、市政並びに市民の皆様に混乱を生じさ
せたことについて、その責任を重く受け止め、
市長の給料月額を減額するため、条例の一部を
改正するものです。
　改正の内容については、令和３年７月１日か
ら令和３年７月 31 日までの間における市長の
給料月額を、10 分の４乗じて得た額を減じた額
とするものとなっています。（なお、市長の月
額給料はマニフェストにより、令和元年７月１
日から任期満了まで 10 分の２減額、行財政健
全化計画により、令和２年４月１日から任期満
了まで 10 分の１を追加して減額しており、そ
こに今回更に 10 分の１を追加して減額）

　委員から、「市長が判断したので
あればやむを得ない」という意見や、
「新型コロナウイルスの濃厚接触者
になったことが、懲罰の対象になる
という前例とならないようにしても
らいたい」等の意見がありました。

議案８件を承認・可決
　今回は、専決処分の議案５件、条例改正議案１件、
補正予算議案２件を、承認・可決しました。
　承認・可決した議案の中で、専決処分の予算にお
いて、医療従事者・65 歳以上・高齢者入所施設の
従事者への個別ワクチン接種委託料 5,633 万８千円
と、補正予算において 64 歳以下のワクチン個別接
種委託料 4,689 万９千円の増額補正の計上がありま
した。　
　その予算に関連した、新型コロナワクチンの接種
者名簿の入力漏れに係る市の対応により、行政が市
民に大きな不信感を与えたこと等を受け、委員会で
は、この問題を見過ごすことは出来ないと判断し、
長時間にわたり慎重審査を行いました。　　
　審査の過程で委員から多くの質疑がありました。
抜粋しますと、「64 歳以下の個別接種委託料は何名
分なのか」に対し「10,298 人の２回分」との答弁、
また「なぜ 397 人もの通知漏れが発生したのか」に
対し、「業者からの成果品をデータの数だけで確認
したためミスが生じた」との答弁がありました。な

お、今後は、この事務作業は市で行うとの説明があ
りました。さらに「今回の契約書の作成方法に疑問
がある」等に対し「今後十分注意してまいりたい」
等の謝罪と答弁がありました。　
　委員会では、一旦採決は見送り、市長へ委員会へ
の出席要求を行い、市長の見解を聴取することにし
ました。その際、市長から謝罪と今後の再発防止と
積極的な事業推進を行う旨の強い決意表明がありま
した。これを受けて、委員会では、再発防止等の観
点から、次のとおり申入れを行いました。
①市民の生命・財産を守るため、再発防止に努める
こと。
②契約書を作成する際の条項の精査や、委託業者か
ら成果品が提出された際の確認など、チェック体
制の強化を図ること。
③保健センターにおける事務処理が増大することに
対する人員の確保に配慮すること。
　その後、専決処分の予算と補正予算についての採
決を行い、全員異議なく承認及び認めることに決し
ました。

蟹作町内広場 人吉スポーツパレス 大アリーナ

令和３年度　一般会計補正予算を承認
　企画政策部関係の主なものは、各町内会に対し、安
心してコミュニティ活動が実施できるよう新型コロナ
ウイルス感染症防止対策備品（空気清浄機、アクリル
パーティション）を貸与するための備品購入費。くま川
鉄道が今年度予定している新橋梁の設計委託料について
の補助金。（くま川鉄道の復旧事業については、事業費
の４分の１に相当する額を人吉球磨 10 市町村で負担）
　教育部の主なものは、令和２年７月豪雨で蟹作町内
広場に崩落した土砂樹木の撤去委託料と、同豪雨災害
により避難所として使用した人吉スポーツパレス大ア
リーナの空調設備、床の改修設計委託料です。
　人吉スポーツパレスについて委員から、「一日も早く
スポーツパレスを利用したいという声がある」や、「ま
た、万が一災害が発生した場合には避難所となる。国
や県からの有利な財源を見つけ改修費用を確保しても
らいたい」との意見がありました。
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新市庁舎建設に関する特別委員会報告
●委員長　福屋　法晴　　　●副委員長　豊永　貞夫　　　●委　員　全議員

専決処分された２つの予算を承認
　１つ目の主なものは、「新型コロナウイルス感染
症対策夜間営業飲食店等支援給付金」で、支給件数
と金額についての質疑に、「件数は 178 件で、合計
金額は 4,375 万５千円」との答弁がありました。
「小規模事業者店舗等新しい生活様式導入支援補助
金」は、402 万２千円増額し、2,736 万２千円とす
るものです。これはコロナウイルス感染対策を実施
した小規模事業者に対し、その事業費の一部を支援
するもので、購入されたものは主に、空気清浄機、
アクリルパーティション、アルコール消毒液とのこ
とでした。　　
　２つ目の主なものは、商工業振興費の委託料 395
万円で、国のマイナポイント利用環境整備事業補助
に係るものです。内容は、商店街等におけるマイキー
ID 設定及びマイナポイント申込支援、利用店舗の
募集、及び広報等を委託するもので、委託先は人吉
商工会議所を予定しているとのことでした。「商工
会議所に加盟していない店舗への呼びかけはどうす
るのか」との質疑に、「加盟していない事業所も使
える制度なので、市として、加盟していない事業所
にも呼びかけていく」との答弁がありました。

令和３年度一般会計補正予算を承認
　主なものは農業振興費の補助金 622 万１千円で
す。これは球磨酪農農業協同組合が、新たにドリン
クヨーグルト製造施設の新設等を行うことに対する

補助金です。
　球磨川くだり支援事業補助金が 250 万円で、これ
は企業版ふるさと納税を活用し、球磨川くだり株式
会社の支援を行うもので、FRP 船ラッピング、カ
フェ事業に対する補助金です。　　
　住宅管理費の委託料 1,000 万円の増額は、災害公
営住宅建設に伴う災害公営住宅の仕様・性能・配置
計画、及び意向調査の集計・分析等の基本計画検討
の業務委託に係るものです。

陳第９号の取り下げを承認
　「新型コロナウイルス感染症対策による熊本県時
短営業要請によって売り上げに影響を受けた事業者
に対する救済を求める陳情」は、令和３年２月 22
日付けで提出され、３月議会において継続審査とし、
慎重に審査してまいりましたが、令和３年４月 16
日付けで、陳情の取り下げが提出されましたので、
全員異議なく認めることにしました。

　本委員会は、「新市庁舎建設の諸問題について調
査する」ため、令和元年６月 17 日に全議員の構成
で設置し、調査完了に伴い、令和３年６月 23 日に
終了しました。全 20 回開催した審議概要等につい
て報告します。

＜事業概要＞
本体工事費：約 47 億８千万円
　　　　　　（外構及び工事監理費含む）
総事業費　：約 57 億円（用地取得費等含む）
供用開始　：令和４年６月予定

＜審議概要＞
　新市庁舎建築本体工事等で、市内企業の受注機会
を確保するため条件を付す等の協議を行いました。
　アクセス道路、市道青井西間線は、来庁者等の安
全確保のため、横断歩道の位置や、信号機の設置等
について要望を行いました。　
　什器整備計画では、働き方改革や行政改革の拠点
となる新しいモデルオフィスの検討を行いました
が、現時点では１階フロア以外は既存什器の転用を
中心とする費用対効果の高い計画となっています。
　新市庁舎等ネットワーク構築計画は、スーパーシ

ティ構想を掲げる本市において、将来性、費用対効
果、発展性を考慮するよう要望を行いました。
　令和２年７月豪雨の影響で、本体工事が一時中止
（7/6 ～ 9/16）されましたが、工期については令和
４年６月供用開始の予定を変更することなく工事が
進んでいます。
　この他、建設発生土の運搬ルート、駐車場整備計
画、教育部配置変更等多くの事項を審議しました。
新庁舎は、基礎免震構造が採用され、熊本地震クラ
スの地震にも耐えられるよう、また令和２年７月豪
雨のような水害の際にも、防災・災害対策拠点とし
て機能するよう設計されています。一時避難所とし
ても利用できます。
　安心・安全な市民生活を支え続ける新市庁舎は、
いよいよ来年６月に供用開始を迎えようとしていま
す。今後も事故や
遅れ等が生じない
よう、また市民に
親しまれ愛される
よう運営面にも熟
慮するようお願い
をして特別委員会
を終了しました。

経済建設委員会報告 ●委員長　田中 哲　　　●副委員長　牛塚 孝浩
●委　員　西 洋子・豊永 貞夫・福屋 法晴・大塚 則男

球磨川くだり支援事業
（ＨＡＳＳＥＮＢＡ）

完成イメージ図

球磨酪農農業協同組合
ドリンクヨーグルト製造施設改修工事
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治 水・ 防 災 に 関 す る 特 別 委 員 会
●委員長　田中　哲　　　●副委員長　池田　芳隆　　　●委　員　全議員

　第５回の本委員会を６月２日に開催し、「１　令
和２年７月豪雨災害の状況等について」、「２　その
他」を審議事項としました。
　「１　令和２年７月豪雨災害の状況等について」
では、人吉下球磨消防組合本部より、早田和彦警防
課長、岩本靖則警防課長補佐に出席いただき、「早
期避難の重要性」というテーマで、令和２年の豪雨
災害時の記録映像の説明がありました。その後、深※

江政友地域防災官から「７月豪雨を踏まえて」をテー
マに「犠牲者０を目指す」や「防災意識の高い人吉
市に」等の内容で講話がありました。
　審議の過程で委員から、水害時のライフジャケッ
トの有効性。消防組合の出動態勢。消防本部の資機

材の分散の方法。自主防災組織の活性化。消防本部
の立地の問題。災害弱者の定義。自治体間の災害時
の協定作り。小・中・高校生に対する啓発活動。避
難誘導と周知の徹底等多くの質疑がありました。
　「２　その他」では災害条例の制定の質疑に対し、
執行部より、防災意識の向上等で効果があると思う
ので、今後研究・検討させていただきたいとの答弁
があっております。その後、執行部より５月 30 日
に行われた自主避難訓練の結果報告もありました。

※深江政友地域防災官…令和３年３月に人吉下球磨
消防組合消防長を退任。５月１日人吉市に地域防
災官として任官。

議員別表決
賛否が分かれたもののみを掲載しております。
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令和３年度　人吉市一般会計補正
予算（第３号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○

〇：議案に対して賛成　　●：議案に対して反対　　／：議長は表決に加わりません

令和３年６月定例会の請願・陳情等の議決結果
付託委員会 件　　　　　　　名 議決結果

経済建設委員会
新型コロナウイルス感染症対策による熊本県時短営業要請によって売り上げに影
響を受けた事業者に対する救済を求める陳情

撤回

総務文教委員会 日本政府に核兵器禁止条約の参加・調印・批准を求める意見書提出の陳情 継続審査

令和３年６月定例会の議案等の議決結果
番　号 件　　　　　名 議決結果
議第45号 専決処分の承認を求めることについて（令和２年度　人吉市一般会計補正予算（第 19号）） 原案承認

議第46号 専決処分の承認を求めることについて（令和２年度　人吉市後期高齢者医療特別会計補正
予算（第５号）） 原案承認

議第47号 専決処分の承認を求めることについて（人吉市税条例等の一部を改正する条例） 原案承認
議第48号 専決処分の承認を求めることについて（人吉市都市計画税条例の一部を改正する条例） 原案承認
議第49号 専決処分の承認を求めることについて（令和３年度　人吉市一般会計補正予算（第１号）） 原案承認
議第50号 令和３年度　人吉市一般会計補正予算（第２号） 原案可決
議第51号 人吉市国民健康保険条例の一部を改正する条例の一部を改正する条例の制定について 原案可決
議第52号 教育委員会委員の任命につき同意を求めることについて 任命同意
議第53号 令和３年度　人吉市一般会計補正予算（第３号） 原案可決
議第54号 人吉市長等の給与及び旅費に関する条例の一部を改正する条例の制定について 原案可決
議第55号 人吉市長等の給与及び旅費に関する条例の一部を改正する条例の制定について 原案可決
議第56号 人吉市教育長の任命につき同意を求めることについて 任命同意

「表決が割れた」議案とその議員別表決



一般質問 ～市政の内容を問う～

（6）

牛塚　孝浩

福屋　法晴

徳川　禎郁

動画視聴

動画視聴

動画視聴

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接
種
と
被

災
者
支
援

消
防
団
の
報
酬
改
定
と
組
織
編
成
は

復
興
ま
ち
づ
く
り
及
び
地
域
防
災
計
画

に
つ
い
て

65
歳
以
上
の
接
種
完
了
時
期
は
。

順
調
に
い
け
ば
本
年
７
月
末
完
了
。

64
歳
以
下
へ
の
接
種
開
始
後
、
２
回
目
ま
で
の
完

了
見
込
み
は
。

本
年
９
月
末
を
目
標
と
し
て
い
る
。

医
療
機
関
ご
と
の
予
約
数
と
、
接
種
可
能
数
の
速

報
を
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
閲
覧
で
き
る
仕
組
み

を
開
設
し
て
ほ
し
い
が
ど
う
か
。

毎
週
更
新
の
形
で
掲
載
す
る
と
い
う
予
定
で
人
吉

市
医
師
会
と
協
議
中
。

被
災
証
明
書
を
取
得
し
た
事
業
者
へ
、
ふ
る
さ
と

納
税
な
ど
を
財
源
に
独
自
の
支
援
が
で
き
な
い
か
。

国
・
県
・
市
の
支
援
策
を
利
用
で
き
て
い
な
い
方
を

調
査
中
で
あ
り
、今
後
の
対
応
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

※
他
、
発
災
後
の
課
題
検
証
に
つ
い
て
、
各
種
民
間
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
と
の
応
援
協
定
の
必
要
性
に
つ
い

て
質
し
た
。

人
吉
市
消
防
団
員
の
報
酬
改
定
及
び
今
後
の
組
織

編
成
に
つ
い
て
は
。

団
員
報
酬
は
、
総
務
省
消
防
庁
か
ら
「
消
防
団
員

の
報
酬
等
の
基
準
の
策
定
等
に
つ
い
て
」
が
出
さ
れ

額
の
引
き
上
げ
が
提
言
さ
れ
て
い
る
。
今
後
、
消
防

委
員
会
に
議
論
を
お
願
い
し
真

に
検
討
し
た
い
。

組
織
の
再
編
は
地
域
の
消
防
・
防
災
力
の
低
下
を
招

か
な
い
た
め
に
も
団
員
の
確
保
等
、
総
合
的
に
検
討

が
必
要
。
各
分
団
・
各
町
内
会
等
の
意
見
を
聞
き
活

動
し
や
す
い
組
識
編
成
を
図
り
た
い
。

災
害
時
、
安
全
に
活
動
す
る
際
、
人
員
は
最
低
何

人
必
要
か
。

総
務
省
消
防
庁
の
指
針
に
お
い
て
、
小
型
動
力
ポ

ン
プ
を
操
作
す
る
場
合
、
消
防
隊
員
数
は
４
人
と
定

め
が
あ
る
。

※
そ
の
他
、
保
育
園
の
副
食
費
無
料
化
を
要
望
し
ま
し
た
。

復
興
計
画
の
中
に
歴
史
的
ま
ち
な
み
を
残
す
、
ま

た
は
新
た
に
歴
史
的
ま
ち
な
み
を
創
る
計
画
は
あ
る

の
か
。

歴
史
的
ま
ち
な
み
の
再
生
は
復
興
ま
ち
づ
く
り
の

重
要
な
テ
ー
マ
。未
来
に
繋
が
る
復
興
を
目
指
し
た
い
。

日
中
不
在
の
方
や
地
区
懇
談
会
に
参
加
で
き
な
い

方
々
の
生
活
再
建
や
ま
ち
づ
く
り
に
対
す
る
意
見
は

ど
の
よ
う
に
拾
っ
て
い
く
の
か
。

地
域
支
え
合
い
セ
ン
タ
ー
と
連
携
し
た
戸
別
訪
問
や

相
談
窓
口
の
設
置
な
ど
丁
寧
に
意
見
を
頂
戴
し
た
い
。

防
災
計
画
の
受
援
計
画
に
基
づ
き
平
時
か
ら
民
間

と
の
連
携
の
考
え
は
。

総
合
的
な
訓
練
の
中
に
取
り
入
れ
、
民
間
企
業
や
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
等
の
協
力
を
得
な
が
ら
実
施
し
た
い
。

※
他
、
ス
ポ
ー
ツ
パ
レ
ス
、
市
民
プ
ー
ル
の
改
修
及
び
今
後
の

計
画
を
質
し
た
。

問問

問

問

問問

問問

問

答答

答

答

答答

答

答答



（7）

一
般
質
問

塩見　寿子

宮原　将志

田中　哲

動画視聴

動画視聴

動画視聴

移
動
困
難
な
被
災
者
に
対
し
タ
ク
シ
ー

券
の
補
助
を

今
後
の
復
旧
・
復
興
に
つ
い
て

河
道
掘
削
・
搬
出
に
つ
い
て　

他

タ
ク
シ
ー
券
の
種
類
と
内
容
は
。

福
祉
課
に
て
、
身
体
障
害
者
手
帳
１
級
、
療
育
手

帳
Ａ
１
、
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
１
級
を
お
持

ち
の
方
を
対
象
と
し
た
「
人
吉
市
福
祉
タ
ク
シ
ー
利

用
券
」
が
あ
る
。
12
枚
つ
づ
り
の
利
用
券
で
有
効
期

間
は
１
年
。

被
災
さ
れ
運
転
が
で
き
な
く
な
っ
た
り
、
高
齢
で

車
を
持
っ
て
お
ら
ず
、
買
い
物
や
通
院
を
頼
め
る
身

寄
り
が
い
な
い
方
が
お
ら
れ
る
。
タ
ク
シ
ー
券
を
補

助
す
る
考
え
は
な
い
か
。

「
住
ま
い
の
ア
ン
ケ
ー
ト
」
に
は
「
車
が
被
災
し
移

動
手
段
が
な
い
」「
住
み
慣
れ
た
場
所
で
な
い
の
で
不

便
」
と
い
う
意
見
が
多
か
っ
た
。
熊
本
県
球
磨
川
流

域
復
興
基
金
」
の
交
付
金
を
活
用
し
て
「
被
災
者
支

援
タ
ク
シ
ー
券
交
付
事
業
」
が
で
き
な
い
か
検
討
し
、

県
へ
要
望
し
て
い
る
。

河
川
の
堆
積
土
砂
撤
去
の
完
了
は
、
市
民
感
覚
と

ズ
レ
が
あ
る
の
で
は
。

更
な
る
土
砂
撤
去
や
河
川
掘
削
を
望
む
声
が
多
く
、

大
き
な
課
題
と
捉
え
て
い
る
。
国
や
県
に
、
現
計
画

よ
り
早
期
に
行
う
よ
う
要
望
し
た
い
。

「
市
長
の
復
興
ま
ち
づ
く
り
の
考
え
を
聞
き
た
い
」

と
の
声
が
多
い
が
。

ま
ず
は
、
流
域
治
水
に
よ
り
「
安
全
」
の
確
保
は

最
重
要
で
あ
る
。
そ
の
上
で
、景
観
に
配
慮
し
な
が
ら
、

安
全
を
確
保
で
き
る
道
路
網
や
緑
あ
ふ
れ
る
公
園
、

地
域
資
源
を
活
か
し
た
回
遊
性
の
磨
き
上
げ
な
ど
「
賑

わ
い
」
を
創
出
す
る
こ
と
も
重
要
で
あ
る
。
時
間
的

緊
迫
性
を
持
っ
て
取
り
組
ん
で
い
く
。

※
他
、
社
会
教
育
施
設
の
復
旧
や
人
吉
ひ
か
り
の
復
興
計

画
の
取
り
組
み
、
非
常
用
電
源
の
確
保
に
つい
て
質
し
た
。

球
磨
川
水
系
緊
急
治
水
対
策
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
つ

い
て
、
球
磨
川
左
岸
の
お
城
の
石
垣
下
と
中
川
原
の

堆
積
土
砂
等
の
掘
削
は
予
定
さ
れ
て
い
る
か
。
予
定

が
あ
れ
ば
い
つ
頃
実
施
か
。

掘
削
予
定
箇
所
に
な
っ
て
い
る
。
掘
削
は
、
上
下

流
の
バ
ラ
ン
ス
に
配
慮
し
て
実
施
さ
れ
る
と
の
こ
と

で
、
早
期
に
実
施
い
た
だ
く
よ
う
国
に
働
き
か
け
て

い
き
た
い
。

熊
本
県
は
、
県
管
理
河
川
の
令
和
３
年
出
水
時
期

ま
で
の
掘
削
は
完
了
と
発
表
し
た
が
、
鹿
目
川
で
は

計
画
さ
れ
な
が
ら
手
つ
か
ず
の
所
が
あ
り
、
二
次
災

害
が
心
配
さ
れ
る
が
。

災
害
復
旧
、
堆
積
土
砂
撤
去
も
含
め
早
急
な
完
成

を
要
望
し
た
い
。

※
そ
の
他
、
国
道
４
４
５
号
の
上
新
町
、
下
新
町
、
七

日
町
の
電
柱
移
転
に
つ
い
て
も
質
し
ま
し
た
。

問

問

問

問

問

問

答

答

答

答

答

答



（8）

一
般
質
問

本村　令斗

豊永　貞夫

平田　清吉

動画視聴

動画視聴

動画視聴

被
災
市
街
地
復
興
推
進
地
域
は
中
止
す

べ
き

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
つ
い
て

人
吉
市
校
区
別
座
談
会
に
お
け
る
市
民

か
ら
の
意
見

被
災
市
街
地
復
興
推
進
地
域
の
中
心
は
、
土
地
区

画
整
理
事
業
。
こ
の
事
業
で
は
、
道
路
や
公
園
の
用

地
を
取
得
す
る
た
め
、
換
地
と
い
う
強
制
的
な
処
分

が
行
わ
れ
る
。
全
て
の
土
地
の
権
利
書
を
、
有
無
を

言
わ
さ
ず
一
斉
に
書
き
換
え
る
も
の
で
、
位
置
や
面

積
も
変
わ
っ
て
し
ま
う
。
こ
の
と
き
に
面
積
を
少
し

ず
つ
小
さ
く
す
る
減げ
ん

歩ぶ

が
行
わ
れ
、
狭
く
な
っ
た
分

の
土
地
代
を
払
わ
れ
る
こ
と
も
な
い
。
意
見
書
が
提

出
で
き
る
が
、
そ
れ
ま
で
に
一
切
の
工
事
が
終
わ
っ

て
お
り
、
事
態
を
動
か
せ
な
い
こ
と
の
ほ
う
が
多
い
。

望
ま
な
い
の
に
土
地
が
減
る
こ
の
制
度
は
、
中
止
す

べ
き
で
は
。

復
興
に
向
け
た
ま
ち
づ
く
り
を
迅
速
に
進
め
て
い

く
上
で
、
有
効
な
手
法
と
考
え
て
い
る
。
都
市
計
画

決
定
に
向
け
手
続
き
を
進
め
て
い
き
た
い
。

モ
デ
ル
ナ
ワ
ク
チ
ン
が
承
認
さ
れ
、
全
国
的
に
大

規
模
接
種
会
場
で
使
用
さ
れ
て
い
る
が
、
本
市
で
も

使
用
さ
れ
る
の
か
。
ま
た
、
対
象
年
齢
が
12
歳
か
ら

15
歳
ま
で
に
拡
大
さ
れ
た
が
、
学
校
で
集
団
接
種
す

る
場
合
、
接
種
を
し
な
い
生
徒
が
、
い
じ
め
の
対
象

に
な
る
可
能
性
が
あ
る
。
慎
重
な
判
断
が
必
要
に
な

る
が
本
市
の
考
え
は
。

モ
デ
ル
ナ
ワ
ク
チ
ン
は
、
フ
ァ
イ
ザ
ー
ワ
ク
チ
ン

を
接
種
し
て
い
な
い
施
設
で
の
み
接
種
可
能
で
、
本

市
で
は
使
用
し
な
い
。
12
歳
か
ら
15
歳
以
下
の
接
種

は
、
保
護
者
の
同
意
が
必
要
。
接
種
に
つ
い
て
は
国

の
通
知
に
基
づ
き
、
人
吉
市
医
師
会
と
慎
重
に
接
種

計
画
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

※
他
、
重
度
心
身
障
害
者
へ
の
避
難
先
情
報
の
周
知
と
、

仮
設
住
宅
集
会
場
周
辺
へ
水
道
施
設
を
設
置
す
べ
き

と
要
望
。

復
興
ま
ち
づ
く
り
校
区
別
座
談
会
に
お
け
る
、
市

民
か
ら
の
意
見
は
。

「
早
期
避
難
に
努
め
る
こ
と
が
前
提
で
あ
り
、
日
頃

か
ら
避
難
路
や
避
難
場
所
の
確
認
を
行
っ
て
お
く
こ

と
が
重
要
」。「
避
難
誘
導
の
た
め
の
情
報
伝
達
手
段

の
多
重
化
が
必
要
」。「
高
齢
者
な
ど
要
支
援
者
が
ス

ム
ー
ズ
に
避
難
で
き
る
、
シ
ス
テ
ム
作
り
が
必
要
」。

「
農
地
の
復
旧
を
と
に
か
く
急
い
で
ほ
し
い
」。「
街
中

に
空
き
地
が
増
え
て
お
り
、
市
が
買
い
上
げ
て
市
営

住
宅
や
店
舗
な
ど
を
建
設
し
て
、
人
の
流
れ
を
誘
導

し
て
ほ
し
い
」。「
間
口
が
狭
く
、
接
道
要
件
を
満
た

せ
な
い
所
も
多
く
、
再
建
に
課
題
が
あ
る
」。「
早
期

に
自
宅
を
再
建
し
た
い
が
、
資
金
面
等
で
不
安
」。「
こ

れ
ま
で
築
い
て
き
た
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
崩
壊
し

て
し
ま
う
の
で
は
な
い
か
」。

問

問

問

答

答

答



（9）

一
般
質
問

池田　芳隆

大塚　則男

西　洋子

動画視聴

動画視聴

動画視聴

く
ま
川
鉄
道
の
復
旧
と
振
興
に
つ
い
て

　

他

中
規
模
半
壊
非
該
当
世
帯
へ
の
支
援
策

に
つ
い
て

避
難
所
に
つ
い
て

肥
薩
線
の
復
旧
見
込
み
が
見
え
な
い
中
、
く
ま
川

鉄
道
の
位
置
づ
け
・
く
ま
川
鉄
道
へ
の
思
い
は
。

く
ま
川
鉄
道
は
必
要
と
判
断
し
た
。
地
域
で
支
え
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
る
。肥
薩
線
の
復
旧
は
、

観
光
を
軸
と
す
る
本
市
に
と
っ
て
課
題
で
あ
る
の
で
、

く
ま
川
鉄
道
の
再
開
を
大
き
く
ア
ピ
ー
ル
し
た
い
。

行
財
政
健
全
化
の
短
期
的
、
中
期
的
な
計
画
は
考

え
て
い
る
か
。

優
先
す
べ
き
課
題
は
、
市
の
復
旧
・
復
興
で
あ
る
。

復
興
に
必
要
な
事
業
を
推
進
す
る
一
方
、
復
興
推
進

に
直
接
的
に
影
響
が
薄
い
事
業
は
、
短
期
的
に
中
止
・

休
止
の
精
査
を
行
う
こ
と
に
な
る
。

※
他
、
崩
落
の
危
険
性
が
あ
る
地
域
（
馬
氷
川
左
岸
、
球

磨
川
と
の
合
流
点
）
へ
の
対
策
と
そ
の
後
に
つ
い
て

等
質
し
た
。

３
月
議
会
に
お
い
て
令
和
２
年
７
月
豪
雨
災
害
の

半
壊
世
帯
の
中
で
中
規
模
半
壊
非
該
当
世
帯
に
対
し

て
の
独
自
支
援
策
を
求
め
た
が
、
明
確
な
支
援
策
が

示
さ
れ
て
い
な
い
。
再
度
尋
ね
る
が
、
市
独
自
の
支

援
策
に
つ
い
て
検
討
す
る
考
え
は
。

昨
年
12
月
改
正
被
災
者
生
活
再
建
支
援
法
が
施

行
さ
れ
、
住
家
の
損
害
割
合
30
％
以
上
40
％
未
満
の

世
帯
は
中
規
模
半
壊
世
帯
と
し
て
支
援
金
の
対
象
に

な
っ
た
。
今
回
、
住
家
の
損
害
割
合
20
％
以
上
30
％

未
満
の
中
規
模
半
壊
に
な
ら
な
い
世
帯
に
対
し
て
支

援
策
を
進
め
て
い
る
。
制
度
の
内
容
は
、
対
象
世
帯

の
条
件
設
定
、
財
源
確
保
や
支
援
金
額
の
検
討
を
行
っ

て
い
る
。
現
時
点
で
具
体
的
に
示
せ
な
い
が
、
支
援

が
早
く
被
災
者
の
手
元
に
届
く
よ
う
準
備
を
進
め
て

い
る
。

自
治
（
町
内
）
公
民
館
を
指
定
避
難
所
に
準
ず
る

位
置
づ
け
に
出
来
な
い
か
。

自
主
避
難
所
は
町
内
会
の
判
断
に
よ
り
開
設
し
て

い
た
だ
い
て
い
る
状
況
。
災
害
対
策
基
本
法
に
基
づ

い
て
開
設
す
る
避
難
所
と
は
異
な
る
た
め
自
主
防
災

組
織
と
し
て
運
営
を
行
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。
大
規

模
災
害
時
に
は
、
物
資
は
配
布
す
る
。

被
災
者
・
職
員
そ
れ
ぞ
れ
が
最
小
限
の
負
担
の
中

で
避
難
所
の
運
営
を
行
う
に
は
「
避
難
所
運
営
委
員

会
」
が
必
要
だ
と
思
う
が
設
置
の
考
え
は
。

地
域
防
災
計
画
書
に
は
設
置
す
る
と
し
て
い
る
が

現
時
点
で
は
設
置
で
き
て
い
な
い
。
委
員
会
の
設
置

に
向
け
て
、
基
盤
と
な
る
自
主
防
災
組
織
や
避
難
所

管
理
運
営
な
ど
の
し
っ
か
り
と
し
た
整
備
を
し
て
い

き
た
い
。

問問

問

問問

答答

答

答

答
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一
般
質
問

松村　太

宮﨑　保

犬童　利夫

動画視聴

動画視聴

動画視聴

豪
雨
災
害
等
の
影
響
と
避
難
行
動
の
検

証
ほ
か

特
別
支
援
教
育
支
援
員
の
状
況
と
今
後

に
つ
い
て

防
災
意
識
の
高
揚
と
自
治
公
民
館
の
使

用
に
つ
い
て

子
ど
も
た
ち
の
成
長
の
た
め
、
災
害
後
、
学
校
・

地
域
・
保
護
者
が
ど
の
よ
う
に
し
て
い
け
ば
い
い
の
か
。

家
族
・
学
校
・
地
域
ぐ
る
み
の
教
育
が
大
切
と
考

え
る
。
た
く
さ
ん
の
人
が
関
わ
り
、心
と
言
葉
を
か
け
、

手
塩
に
か
け
、
と
も
に
育
ち
成
長
で
き
る
関
係
を
構

築
し
て
い
き
た
い
。

昨
年
の
発
災
時
の
避
難
行
動
を
ど
の
よ
う
に
検
証

さ
れ
て
い
る
の
か
。

避
難
情
報
は
確
認
さ
れ
て
い
る
が
、
災
害
状
況
の

情
報
収
集
が
難
し
く
最
終
的
に
自
宅
に
留
ま
る
こ
と

を
判
断
さ
れ
た
も
の
と
考
え
る
。
情
報
を
確
認
さ
れ

た
場
合
は
、
命
を
守
る
早
期
の
避
難
行
動
を
お
願
い

し
た
い
。

財
政
健
全
化
と
長
期
的
な
復
興
支
援
の
こ
れ
か
ら

の
方
向
性
は
。

優
先
度
を
設
定
し
事
業
の
選
択
と
集
中
を
行
う
必

要
が
あ
る
と
考
え
る
。

特
別
支
援
教
育
支
援
員
と
は
。
人
数
、
県
内
の
他

市
の
配
置
状
況
は
。

平
成
18
年
に
学
校
教
育
法
が
改
正
さ
れ
、
特
別
支

援
学
級
だ
け
で
な
く
、
通
常
の
学
級
で
も
特
別
な
教

育
的
支
援
を
必
要
と
す
る
児
童
生
徒
に
対
し
、
適
切

な
教
育
を
行
う
も
の
。
本
市
は
小
学
校
に
16
名
配
置
、

本
市
以
外
の
13
市
は
全
て
中
学
校
に
も
配
置
。

支
援
員
を
増
や
す
こ
と
で
教
員
の
働
き
方
改
革
に

つ
な
が
る
と
思
う
が
、
本
市
と
し
て
の
進
め
方
は
。

配
置
に
よ
り
、
充
実
し
た
教
育
活
動
を
行
う
こ
と

が
で
き
、
教
員
が
心
身
の
健
康
保
持
を
実
現
し
、
教

育
の
質
が
向
上
し
て
い
く
と
考
え
る
。

　

支
援
を
求
め
て
い
る
教
育
現
場
に
必
要
な
支
援
を

行
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
事
務
事
業
の
見
直
し
を

含
め
、
財
源
の
確
保
に
鋭
意
努
め
た
い
。

市
民
の
防
災
意
識
を
高
め
る
た
め
の
取
組
と
今
後

の
方
向
性
は
。

市
・
消
防
団
・
消
防
署
と
の
連
携
を
図
り
、
町
内

ご
と
の
集
会
等
を
中
心
に
地
域
防
災
官
が
出
向
き
、

市
民
や
自
主
防
災
組
織
へ
避
難
に
対
す
る
考
え
方
や

重
要
性
を
訴
え
た
い
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
予
防
対
策
と
し
て
、

市
施
設
や
校
区
公
民
館
の
使
用
制
限
に
伴
う
自
治
公

民
館
の
使
用
に
つ
い
て
対
応
は
。

県
の
ま
ん
延
防
止
宣
言
が
な
さ
れ
、
本
市
及
び
近

隣
町
村
に
お
い
て
も
感
染
者
が
発
生
し
て
い
る
こ
と

か
ら
、
市
民
の
安
全
を
第
一
に
考
え
、
市
施
設
は
休

館
と
し
た
。
自
治
公
民
館
に
お
い
て
は
、
安
心
し
て

地
域
活
動
が
で
き
る
よ
う
感
染
防
止
対
策
の
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
を
作
成
中
。
ま
た
備
品
の
整
備
等
環
境
整
備

を
支
援
し
た
い
。

問問問

問問

問問

答答答

答答

答答
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令和２年度政務活動費収支報告書
　政務活動費とは、議員の調査研究その他の活動に必要な経費の一部として地方自治法で交付が認め
られているものです。
　令和２年度は新型コロナウイルス感染症や７月豪雨災害の影響で、例年より返還金額が増加しまし
た。

氏　　名 収　入

支　　　　　　　　　　出

調査研
究費 研修費 広報費 広聴費

要請・
陳情
活動費

会議費 資料
作成費

資料
購入費 人件費 事務所費 合　計

松村　　太 120,000 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

徳川　禎郁 120,000 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

池田　芳隆 120,000 0 0 0 0 0 0 0 21,780 0 0 21,780 

牛塚　孝浩 120,000 0 0 108,155 0 0 0 0 4,895 0 0 113,050 

西　　洋子 120,000 0 0 44,000 0 0 0 0 63,520 0 0 107,520 

宮原　将志 120,000 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

塩見　寿子 120,000 0 0 21,187 0 0 0 0 19,050 0 150,000 190,237 

高瀬　堅一 120,000 0 0 0 0 0 0 811 18,150 0 0 18,961 

宮﨑　　保 120,000 0 0 63,360 0 0 0 0 8,400 0 0 71,760 

平田　清吉 120,000 0 0 0 0 0 0 0 32,685 0 0 32,685 

犬童　利夫 120,000 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

井上　光浩 120,000 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

豊永　貞夫 120,000 0 0 9,100 0 0 0 12,277 12,990 0 0 34,367 

福屋　法晴 120,000 0 0 0 0 0 0 0 13,200 0 0 13,200 

本村　令斗 120,000 0 0 21,187 0 0 0 0 8,400 0 150,000 179,587 

田中　　哲 120,000 0 0 0 0 0 0 6,092 0 0 0 6,092 

大塚　則男 120,000 0 0 0 58,532 0 0 0 0 0 0 58,532 

西　信八郎 120,000 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

合　 計 2,160,000 0 0 266,989 58,532 0 0 19,180 203,070 0 300,000 847,771 

注）・政務活動費の交付を受けた議員を掲載しています。
・政務活動費の交付額は月額１万円。（行財政健全化計画に伴い、令和２年度から令和４年度ま
で、月額２万円を１万円に減額。）
・収支報告書には金額の多寡を問わず領収書の写しを添えて提出することとなっています。
・支出額が収入額を上回っても交付額の増額はありません。支出額が収入額を下回った場合は残
余を全額返還しなければなりません。
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【議会報編集委員会】　委員長／西　信八郎　　副委員長／大塚　則男
委　員／徳川　禎郁・宮原　将志・宮﨑　保・豊永　貞夫・本村　令斗・田中　哲

次の定例会は
　　９月の予定です

編
集
後
記

あ
の
日
か
ら
一
年
が
経

ち
ま
し
た
。
ス
ポ
ー
ツ
パ

レ
ス
で
は
、
令
和
２
年
７

月
豪
雨
犠
牲
者
追
悼
式
が

執
り
行
わ
れ
、
ま
た
市
内

各
所
で
は
鎮
魂
の
催
し
が

あ
り
、
人
吉
市
内
一
帯
が

祈
り
に
包
ま
れ
た
一
日
と

な
り
ま
し
た
。
解
体
が
進

み
、
町
並
み
は
変
わ
り
ま

し
た
が
、
人
吉
盆
地
を
囲

む
緑
深
い
山
々
や
、
そ
の

中
を
流
れ
る
球
磨
川
は
雄

大
で
穏
や
か
で
す
。
６
月

議
会
で
は
、
新
し
く
「
復

興
の
ま
ち
づ
く
り
に
関
す

る
特
別
委
員
会
」
を
設
置

し
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も

議
会
と
し
て
、
市
民
の
皆

様
と
歩
み
を
合
わ
せ
、
復

興
へ
向
け
全
力
で
進
ん
で

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク

チ
ン
接
種
も
進
ん
で
ま
い

り
ま
し
た
。
一
日
も
早
く

マ
ス
ク
が
不
要
に
な
り
、

子
ど
も
た
ち
の
笑
い
声
に

満
ち
た
人
吉
に
な
り
ま
す

よ
う
、
復
興
と
共
に
願
う

ば
か
り
で
す
。

表
紙
写
真
・
文
責
：　
　

徳
川　

禎
郁

事務処理ミス　早急な対策を！
　市の事務処理ミスが続いたことにより、市
議会から松岡市長へ早急な対策の申し入れを
しました。昨年当初から新型コロナウイルス
や７月豪雨災害からの復旧・復興で、職員の
業務量も増えている状況です。そこで、今一
度、職員一人一人が行うべきこと、組織とし
て管理することを明確にし、予算や法令等も
含めた業務の理解、組織におけるチェック体
制、業務量や心身の状態にも配慮した人事管
理等を十分に考慮し、早急な対策とるよう申
し入れました。

市議会の虚礼廃止にご理解を！
　公職選挙法では、次のようなこと
が禁止されています。
●議員や後援会が寄附をしたり有料のあいさ
つ広告を出すこと

●議員や後援会が儀礼的
な祝儀、香典、供花を
出すこと

●議員や後援会がお中元
やお歳暮をすること

●議員が暑中見舞い
や年賀状などのあ
いさつ状を出すこ
と

●市民や団体が議員
に寄附などを求め
ること

市民の皆様のご理解ご協力をお願いいたします

復興のまちづくり意見交換会のご案内
～議員と人吉市の未来について話し合ってみませんか～

　市民の方がメンバーとなっている団体等（町内会、教育・文化関係、
福祉関係、商工関係の団体、複数名のグループ）ならどなたでも大
歓迎です。

１　内容：復興のまちづくりに関すること
２　開催場所：開催場所は、申し込まれる団体で確保してください。
３　参加する議員：原則として、参加する議員は復興のまちづくり
に関する特別委員会で決定いたします。

４　申し込み方法：議会事務局にお問い合わせください。（TEL 22-5381〈直通〉）
　※日程、内容等についてご希望に添えない場合もありますのでご了承ください。
　※新型コロナウイルス感染防止対策を行ったうえでの開催にご協力をお願いします。

市長に申し入れをする西議長と大塚副議長（６月21日）


